


















































































































































































































































































































て発表された国際生活機能分類（International Classification of Functioning,
Disability and Health）で，障害を人が「生きる」こと全体の中に位置づけ
て，人間の生きることの全体像を分析的かつ総合的にみていくための枠組み
として発表されたものである。そこで新カリキュラムでは，生活支援の考え
方にICFの視点に基づくアセスメントを実施することを挙げているが，ICF
の視点でのアセスメントについて研究を進めた論文は少ない。また，ICFの
他にマズローの「ニード論」等を示しているテキストもあるが，介護独自の
理論は開発されていないと言わざるをえない。介護過程の構成要素とアセス
メントの位置づけについて研究を進めた池田他（2012）は，介護過程の考え
方は看護やソーシャルワークにおける社会福祉援助技術，ケアマネジメント
など他分野から考え方等を導入していることを指摘している。この要因の一
つとして，介護が専門職として誕生してからまだ20数年しか経っておらず，
介護過程の拠り所となる介護理論研究が十分に開発されていない現状がある
ためではないだろうか。しかし，専門職にとって理論を持つということは，
実践を行う上において判断を裏づけることになり，その職の専門性を構築す
ることに繋がるのである。独自の介護理論が確立されていない状況におい
て，介護に対する考え方や見方を体系的に理論づけるためにも今後はICFの
考え方を含む介護理論研究の充実が求められるだろう。介護福祉の基盤とな
る介護理論研究を充実させることができるならば，それらの理論に基づいた
介護実践を根拠ある介護過程展開とすることが可能となり，さらには介護の
専門性の構築に繋がるのではないだろうか。
また，介護過程の教育方法について小車他（2010）は，教員による模擬演
技授業を実施し「利用者の状態と関連づけるができる医学的な専門知識の習
得，社会背景や性格，価値観や障害の受け止め方等の心理を感じ取る感性を
高め，推察する洞察力を養う教育，具体的な介護方法をイメージできる教育
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方法の工夫が課題である」と指摘した。利用者の言動や状況についてあれこ
れと「気づく」ことが介護の始まりとなり，どのようなことに「気づく」こ
とができるかが利用者の理解を深め，生活上の解決すべき課題を明確にし，
利用者に応じた介護方法を見出していく鍵となると述べている。社会福祉士
及び介護福祉士法第2条第2項に，介護福祉士は「専門的知識及び技術を
もって，身体上又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障
がある者ににつき心身の状況に応じた介護を行う」と定義されているよう
に，介護の対象となる人の心身の状況に応じた対応を行うには，アセスメン
ト力を向上させることが必要となり，そのためには，介護福祉士の利用者に
対する「気づき」などの観察力を向上させる教育が必要である。アセスメン
ト力向上について横尾（2013）は「アセスメント力を向上させるためには，
専門知識の理解や，実習体験などの事例を想起させながら，解釈を深め，問
題解決能力を高めていくことが大切である」と述べているように，介護過程
の教育は学内学習のみならず，介護実習という実際の介護現場において学生
が直接的に利用者と関わり，介護過程の一連のプロセスを体験していく中で
アセスメント力をはじめとする能力を身につけていくことが必要であろう。
そのためにも介護実習においては，養成校と実習施設との更なる連携および
協働が求められることとなり，介護実習を通しての介護過程研究もさらに進
められることが望まれる。
また，介護過程におけるアセスメントでは，利用者に関する多面的な情報
収集からそれらの情報を整理し，それぞれの情報の意味を解釈したうえで，
情報を統合化していくという一連の作業を通して課題を明確化していく。こ
のことについて，稲田他（2009）は「介護過程の展開は，アセスメントシー
トの様式を単に埋めるという作業ではなく，学生自身が利用者のニーズに
あった介護を考える過程の道筋を明文化し，実践していくことである。ま
た，その過程が論理的で根拠があることが必要である。論理的で根拠がある
ためには，アセスメントできる基礎知識，視点をもつことが重要である」と
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述べている。このことからも利用者に関する多角的な情報の分析力を養うた
めの専門的知識を身につけておくことはアセスメントを行う上において不可
欠な条件となり，ただ単なる介護過程の方法論だけの教授では介護過程教育
は進まないといえるだろう。これらアセスメントツールの開発に向けては，
「ワークシート」や「生活関連図」「情報の関連図」など学生のアセスメント
力を向上させるためのいわゆる教材開発や検討など利用者理解の方法として
一定の有効性も報告されている。このようにアセスメント教育が介護過程教
育においては重要であるということは全研究者の見解で一致している。すな
わち，アセスメントの一連の過程をどのように導いていくかということが介
護過程教育のなかでは重要な位置を占めており，アセスメントシートといわ
れるツール開発は介護過程教育を進めていくうえでの重要な課題となるだろ
う。
なお，わが国では前述のようにICTを活用した教育の推進が図られてい
る。ICTの特長として，①時間や空間を問わずに，音声・画像・データ等を
蓄積・送受信できるという時間的・空間的制約を超えること，②距離に関わ
りなく相互に情報の発信・受信のやりとりができるという双方向性を有する
こと，③多様で大量の情報を収集・編集・共有・分析・表示することができ
るなど，カスタマイズが容易であることが挙げられている。これらのICTの
特長を生かした介護過程教育プログラムの開発も進められているが，まだま
だ数の上では少数であり，今後はさらにICTの特長を生かした教育プログラ
ムを積極的に開発し，それらの教育効果などの検証に関する研究なども進め
ていく必要があるだろう。
新カリキュラムに定められている教育内容の領域「介護」の目的は，①介
護サービスを提供する対象，場によらず，あらゆる介護場面に汎用できる基
本的な介護の知識・技術を養う，②自立支援の観点から介護実践できる能力
を養う，③利用者のみならず，家族等に対する精神的支援や援助のために，
実践的なコミュニケーション能力を養う，④他職種との協働やケアマネジメ
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ントの制度の仕組みを踏まえ，具体的な事例について介護過程を展開できる
能力を養う，⑤リスクケアマネジメント等，利用者の安全に配慮した介護を
実践する能力を養うこととされている。専門性のある介護を実践するために
は，根拠のある介護を展開しなければならない。そのためには新カリキュラ
ムで示された「人間と社会」「介護」「こころとからだのしくみ」などの3
領域で学習した知識や技術を統合して，介護過程を展開する能力を養うこと
が求められている。具体的には介護理論に基づいて各科目の関連づけを意識
した教育を行うことが不可欠であり，アセスメント力を養うための論理的思
考の習得を目指す。そして，学生自身が学んだ知識・技術を施設実習で駆使
し，そこでの利用者との関わりの中で，絶えず思考を行い判断と評価に基づ
いた考察ができるという課題解決能力を習得できるよう教育内容や方法を研
究開発していくことが介護過程教育に求められている課題である。
Ⅴ．結論
本稿では，介護過程教育のあり方についての文献を検討することによっ
て，介護過程教育の今後の課題を明らかにすることを試みた。その結果，①
ICFの考え方を含む介護福祉の基盤となる介護理論研究の充実，②施設介護
実習を通しての介護過程研究の充実，③アセスメントシートといわれるツー
ルの開発，④介護理論に基づいて各科目の関連づけを意識した教育の実施と
いう4つの課題が明らかになった。介護福祉士養成教育において，学生が
論理的思考のプロセスを身につけることは介護過程教育の最大の課題とな
る。各利用者に応じた個別ケア実践を行うためには，まず利用者の状況を多
側面から捉え，情報間の関連性から現状を理解するというアセスメント力を
向上させることが重要となり，介護過程教育においても重点的に力を入れて
いく必要があるだろう。しかし学内学習のみでアセスメント力を向上させる
ことには限界があり，今後は介護過程教育と介護実習のさらなる協調学習が
求められるだろう。また，そのためには施設ケアの中で介護過程に沿った実
介護過程教育の課題 １９１
践が行われるよう体系づくりが必要である。介護過程教育はまさに資質の向
上に向けての人材養成の一つであり，その教育に携わる筆者も，介護福祉士
の専門性構築のために介護過程研究を今後さらに進めていきたい。
参考文献・資料
石野育子編著（2013）『介護過程』，メヂカルフレンド社。
池田明子・住野好久（2012）「介護過程における構成要素とアセスメントの位置づけ
に関する研究」，『新見公立大学紀要』第33巻。
井上千津子・澤田信子・白澤政和・本間昭監修（2009）『介護過程』，ミネルヴァ書
房。
稲田弘子・渡邊一平・栗栖照雄（2009）「アセスメントに重点を置いた介護過程の教
授法の検討」，『介護福祉学』第16巻第1号。
上田敏著（2010）『ICFの理解と活用』，きょうされん。
大森六郎・齋藤富美子（2010）「介護保険制度におけるケアマネジメントと介護過程
の関連性について」，『旭川大学女子短期大学部紀要』第40号。
緒方まゆみ・相川正江（2013）「介護過程の展開の教授法に関する一考察」，『精華女
子短期大学研究紀要』第39号。
小車淑子・木村裕子・吉村小百合（2010）「介護過程の習得における課題」，『九州生
活福祉支援研究会研究論文集』第4巻1号。
尾台安子・赤沢昌子・丸山順子（2014）「介護過程展開における実習課題の達成度と
実習の充実感との関係─個別援助技術実習と介護総合実習の比較検討」，『松本短期
大学研究紀要』第23号。
介護福祉士養成講座編集委員会（2011）『介護過程』，中央法規。
加藤直英（2014）「介護過程の理論的枠組みに関する基礎的研究」，『目白大学短期大
学部研究紀要』第50号。
川井太加子・野中ますみ編者（2014）『介護の基本／介護過程』，日本介護福祉士養成
施設協会編。
川﨑昭博（2010）「生活支援としてのケアワークとその思考過程について─介護過程
についての一考察」，『龍谷大学論集』第474号。
黒澤貞夫編著：小櫃芳江・鈴木聖子・関根良子・吉賀成子共著（2007）『ICFを取り入
れた介護過程の展開』，建帛社。
１９２ 桃山学院大学社会学論集 第49巻第2号
佐藤真・中澤秀一（2009）「介護過程における論理的な思考スキルの育成を目指した
教材開発─ロジカルシンキングに基づくワークシートの活用」，『兵庫教育大学研究
紀要』第35号。
嶋田直美（2015）「介護福祉士養成教育の中心問題」，『桃山学院大学社会学論集』第
48巻第2号。
杉山せつ子（2013）「介護福祉の概念に関する研究─介護過程に焦点をあてて」，『聖
隷クリストファー大学社会福祉学部紀要』第11号。
杉山せつ子（2014）「介護過程の展開における情報の関連図の教育的効果に関する研
究─全体像の把握に焦点を当てて」，『聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要』
第12号。
武田啓子（2010）「介護過程授業実践─アセスメントの修得過程」，『日本認知科学会
第27回大会発表論文集』第27巻。
鍋島恵美子・光野裕美子・馬場由美子・小川智子（2011）「介護実習Ⅱにおける介護
過程の展開」，『永原学園西九州大学短期大学部紀要』第42号。
根本曜子・古川繁子（2011）「介護過程授業研究（2年目の取り組み）リアクション
ペーパーから見る学生の理解過程」，『植草学園短期大学紀要』第12号。
柊崎京子（2009）「介護過程シートの変遷─1990～2008年介護過程の導入から，思考
過程を一引き・実践方法を根拠づけるアセスメントシートの検討まで」，『共栄学園
短期大学研究紀要』第25号。
横尾成美・橋本美香（2009）「生活関連図を用いた介護過程の取り組み─生活関連図
の理解度」，『山形短期大学教育研究』第3号。
横尾成美（2013）「介護過程におけるアセスメント力向上を目指した教育の方法に関
する考察─教育目標の分類体系（タキソノミー）と介護過程の展開─」，『東北文教
大学・東北文教大学短期大学部紀要』第3号。
横山正子・木村あい・西田実継・黒田しづえ・藤本悦子（2010）「e-learningを活用
した介護過程教授のための授業改善の成果」，『神戸女子大学健康福祉学部紀要』第
2巻。
介護過程教育の課題 １９３
